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広島県民俗芸能緊急調査事業　実施概要 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管 理 部 文 化 財 課 

〇事業の目的及び内容 

⑴　目的 

広島県内各地に数多く残る民俗芸能は、人々の生活の中から生まれ、長い間、祭りや年中行

事の折などに地域の人々によって支えられ継承されてきた。これらの民俗芸能は、地域のアイ

デンティティの要素であるとともに、郷土の歴史文化や風土などを物語る貴重な文化財であり、

芸能史上価値の高いものも多い。 

しかしながら、近年の時代の変容の中で、これらの民俗芸能は多かれ少なかれ開催期日、開

催場所、上演の次第その他に変容を余儀なくされており、中には伝承地の過疎化、災害その他

の要因により衰滅の危機に瀕しているものも少なくない。 

そこで、本調査は、県内の民俗芸能の所在及び現況を悉皆的に調査し、中でも記録のないも

のなどから必要なものを選び、詳細な記録を作成する。そして、その成果を今後の文化財保護

施策立案の基礎資料とするとともに、地域における伝承活動や生涯学習、学校教育、地域振興、

調査研究などに生かすことにより、地域文化の保存伝承に資することを目的とする。 

⑵　内容 

　　　県内の民俗芸能（各地域に古くから伝承された神楽、獅子舞、田楽、風流踊、祭礼風流、舞

台芸等）について、学識経験者である調査委員による定期的な調査指導会議での指導・助言の

もと、調査員又は詳細調査員を委嘱し、調査票による悉皆調査（一次調査）及び現地での詳細

調査（二次調査）を実施するとともに、その成果を調査報告書にまとめる。 

 

〇調査予定期間 

　令和２年４月から令和８年３月までの６ヵ年 

 

〇本年度総事業費及び補助金額（実績額） 

総事業費 3,378 千円、国庫補助金額 1,689 千円 

 

〇本年度の事業内容 

　⑴　調査指導会議の開催 

　　　令和７年８月及び令和８年１月の２回、調査指導会議を開催し、進捗状況の報告とともに、

調査報告書の内容等の協議を行い、その方針を踏まえて事業を行った。 

　⑵　悉皆調査（一次調査） 

令和２年度から、県下を 128 調査地区に区分し、県から委嘱した調査員が聴取等により対象

民俗芸能の基礎事項を記録した調査票を作成した。事務局においても適宜文献調査等により対

象民俗芸能を追加し、全体で 1,150 件を一覧表にまとめ、報告書に掲載した。 

　⑶　詳細調査（二次調査）及び原稿作成 

　　　令和４年度から、悉皆調査の成果を踏まえて 37 件の民俗芸能を選定し、調査委員又は詳細

調査員及び事務局が民俗芸能開催時に現地を訪問し、芸能の詳細を調査・記録するとともに、

報告書に掲載した。なお、令和７年度は２件の新規詳細調査及び１件の追加調査を実施した。 

　⑷　調査報告書の作成・刊行 
　上記の悉皆調査・詳細調査の成果とともに、調査事業の概要や県内の民俗芸能の概説、参考

文献等の資料を掲載した調査報告書を作成・刊行した。　　　　　　　 

 

本事業は、国宝重要文化財等保存・活用事業費国庫補助金の交付を受けて実施されています。　　 
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